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尼崎の海辺で100年かけてつ くる尼崎の森中央緑地の「今」がわかるニュース レタT

2024
′ヽV:NTER

自然共生サイ ト

に認定されました。30bЧ30
３０
年
ま

で
に
３０
％

自
然
環
境
を
守
る
日
標

尼
崎
の
森
か
ら
世
界

ヘ

サ
ー
テ
ィ
・
バ
イ

・
サ
ー
テ
ィ
っ
て

ご
存
知
で
す
か
。
２
０
２
１
年
に
開
催

さ
れ
た
Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
で
約
束
さ
れ

た
「
２
０
３
０
年
ま
で
に
陸
域
と
海
域

そ
れ
ぞ
れ
の
３０
％
以
上
を
自
然
環
境

エ
リ
ア
と
し
て
保
全
」
と
い
う
国
際
目

標
を
そ
う
呼
ぶ
そ
う
で
す
。

こ
れ
を
受
け
て
日
本

で
も
環
境
省

が
生
物
多
様
性

に
貢
献
す
る
場
所
を

「自
然
共
生
サ
イ
ト
」
と
し
て
認
定
す

る
事
に
な
り
、
な
ん
と
昨
年
１０
月
に
尼

崎
の
森
中
央
緑
地
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

国
立
公
園
や
国
定
公
園
だ
け
で
な

く
、
そ
の
他
の
公
園
や
田
園
風
景
、
さ

ら
に
は
民
間
企
業
や
個
人
が
守
る
森

や
庭
な
ど
、
身
近
な
自
然
も
大
切
に
し

て
い
こ
う
と
い
う
中
で
、
尼
崎
の
森
が

認
定
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
１２
月
の
森
の
会
議
で
は
、
生
物

多
様
性

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
石
丸

京
子
さ
ん
か
ら
認
定

の
ポ
イ
ン
ト
を

解
説
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。
「
尼
崎
の

森
中
央
緑
地
で
は
、
パ
ー
ク
セ
ン
タ
ー

と
ア
マ
フ
オ
レ
ス
ト
の
会
が
『
ア
ラ
イ

ア
ン
ス
』
と
呼
ば
れ
る
仲
間
に
選
ば
れ

る
な
ど
、
市
民
と

一
緒
に
な

っ
た
取
り

組

み
も
評
価

さ
れ
た

の
だ
と
思

い
ま

す
」
。ま

た
認
定
条
件
に
は
継
続
的
な

モ
ニ

タ
リ

ン
グ
も
求
め
ら
れ
て
い
て
、
生
息

す
る
動
植
物
を
観
察
し
続
け
る
中
央
緑

地
だ
か
ら

こ
そ
、
生
物
多
様
性

の
状
況

が
把
握
で
き
る
の
だ
と
い
い
ま
す
。

認
定
さ
れ
た
サ
イ
ト
が
使
う

こ
と
が

で
き
る
ロ
ゴ

マ
ー
ク

（上
記
）
に
は
、
里

山
か
ら
海

に

つ
な
が
る
自
然

の
風
景

と
、
家
や
船
な
ど
人
々
の
暮
ら
し
も
描

か
れ

て

い
ま

す
。

人

と

自

然

が

と

も

に
あ

る

社

会

の
あ
り
方

を
、

尼

崎

の
森

中

央

緑

地

か
ら

世

界

へ
と
発

信

す

る

こ
と

に
期

待

が

高
ま
り
ま
す
。

燃
え

証

　

，

奏

庫

ヰ

腰

，
１
●
奏
凛
４
ユ

た
埼
の
ユ
十
会
像
轟

■
▲
』

奏
凛
ふ

え
埼
す

■
サ
イ
ト
を
■
●
，
爆
機
の
体
全
●

粛
ら
れ
て
一
る
こ
よ
セ
し
て

「
●
‘
■
■
サ
イ
ト
』
に
■
た
し
ま
す

薇
溌
失
臓

絆
編
お
人
，

ヽ

◆ 環境省

環境省 「30bv30」 紹介ページでは
全国各地の自

´
然共生サイ トが検索できます。

２
０
２
４
年
―
月
発
行

・
尼
崎

の
森
中
央
緑
地
パ
ー
ク
セ
ン
タ
ー

（
尼
崎
市
扇
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趙
カメさん集合デー (‐

∨
“)¨ :・υ冬眠の準

備 を先輩に尋ねてるのか しら
'#ニ
ホン

イシガメ #日 本固有種 #準絶滅危惧種

セイヨウタンポポ抜いてみた。そしたら、

なんと !面 白い形の根 っこが ・#タ ンポ
ポ #面 白い根っこ#生物多様性

じめ縄づくり ('~)。
「
・0 #し め縄づく

り#お正月飾り#尼崎の森中央緑地

amamori.park

兵庫県立尼崎の森中央緑地

中央緑地パークセンター

の公式インスタグラムか
ら季節の写真をご紹介

#あ まもり
このタグで投稿を
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event ick u

ト
プ
ン

ツ

ベ

ア

イ

クツピ森

の

マ

ル

ン′

=ニ

で
ハ

=
い

.』p

db

し
よ

つ

春

の
訪

れ
を
感

じ

る
３
月

に
今

年
も

「森

の
マ
ル
シ

ェ
」
を
２
日
間

開
催
し
ま
す
―

今
回
は
、

さ
ら

に
地
域

に
密
着

し
た
イ

ベ
ン
ト
を
目
指

し
た

い
―

と
…
、
地

元

の
お

い
し

い
お
店
、

ワ
ー
ク

シ

ョ
ッ
プ
、
雑
貨

販
売
な

ど

の
出
店
老

さ
ん

に
ご
協
力

い
た

だ
き
な
が
ら
開
催

に
む
け

て
着

々

と
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
。

「
森

の
マ
ル
シ

ェ
」
は
―
曰
ゆ

っ

た
り

と
し
た
時
間
を
楽

し
ん
で

い

た
だ
く
イ
ベ
ン
ト
。

ご
家
族

や
友
達

同
士
、

カ

ッ
プ

ル
な
ど
大
芝
生
広
場

で
ゆ

っ
く
り

と
し
た
時
間
を
過
ご

し

て

い
た
だ

け
た
ら
嬉
し

い
で
す
。

雨
天

の
場
合

は
、
中

止

に
な
り

ま
す
…
。

昨

年

１０

月

に

開

催

し

た

「
森

の
フ

ェ

ス
タ
」
も

途

中

で
雨

天
中

止

に
な

っ
て
し
ま

っ
た

の

で
、
今
度

こ
そ
雨
よ
降

る
な
Ｈ
と

ス
タ

ッ
フ
は
祈

る
の
み
＝

詳
し

い
情
報

は
、
決
ま
り
次
第

尼
崎

の
森

中

央

緑

地

の
ホ

ー

ム

ペ
ー
ジ

で
随
時
更
新
し
ま
す
！

ぜ

ひ
、

チ

ェ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ

い
ね
！

■
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森の会議で
会いましょう

間
伐
材

か
ら
道
具
を
作

グ

リ
ー

ン
ウ

ッ
ド

ワ
ー

森
づ
く
り

に
欠

か
せ
な

い
問
伐

で
は
、

た
く
さ
ん

の
間
伐
材

が
生

ま

れ
ま

す
。
こ
れ
を
使

っ
た
新

し

い
ア
ク

テ

イ
ビ
テ

イ
を
考
え
よ
う

と
、
森

の
会
議

で
は

こ
れ
ま

で

ロ

ケ

ッ
ト

ス
ト
ー
ブ
を
使

っ
た
豚
汁

づ
く
り
や
燻
製

（
く
ん
せ

い
）
の
練

習

な

ど

に
取

り
組

ん

で
き

ま

し

た
。昨

年

２
月

に
は
六
甲
山

の
間
伐

材

を

活

か

し

た

活

動

「∽
工
＞
刀
ｍ

Ｅ
Ｏ
０
０
∽
」

の
ヤ

マ
サ
キ

マ
サ
オ

さ

ん
を

グ

ス
ト

に
お
迎

え

し

て
、

尼
崎

の
森

に
あ

る
樹
種

の
多
様
性

の
魅
力

や
、
間
伐
材
を
使

っ
た
道

具

づ

く

り

「
グ

リ

ー

ン
ウ

ッ
ド

ワ
ー
ク
（
Ｏ
Ｅ
Ｅ
）
」
と

い
う
楽

し
み

を
教
え

て
も
ら

い
ま
し
た
。

６

月

に
は
間

伐

し

て
き

た
木

で
、
思

い
思

い
の
道
具
を
作

る
企

画
な
ど

ナ
イ

フ
だ
け

で
で
き

る
ク

ラ

フ
ト

に
挑
戦
す

る
な
ど
、
尼
崎

の
森

で

Ｏ
Ｅ
Ｅ

が
ち

ょ

っ
と
盛
り

上
が

る
と

い
い
な
と
、　
こ
の
冬

の

森

の
会
議

は
ビ
ギ

ナ
ー
向

け

の
練

習
会
を
企
画
し
て

い
ま
す
。

２
月

３
日

の
森

の
会
議

に
は
、

宝

塚

西
谷

を
拠

点

に
活

動

す

る

「
ブ

リ

テ

ィ

ッ
シ

ュ
ブ

ッ
シ

ュ
ク

ラ

フ
ト
」
代
表

の
イ
ジ

ッ
ト

・
リ
ー

さ
ん
を
グ

ス
ト

に
招
き
、
グ

リ
ー

ン
ウ

ッ
ド

ワ
ー
ク
に
必
要
な

ナ
イ

フ
の
使

い
方

や
ク
ラ

フ
ト

の
楽

し

み
方

を
教

え

て
も

ら

う

予
定

で

す
。
は
じ
め

て

の
方

も
ぜ

ひ

お
気

軽

に
お
こ
し
く
だ
さ

い
。

尼
崎
の
森
で
や
っ
て
み
た
い
こ
と
を
持
ち
寄
る
森
の
会
議
を
毎
月
開
催
中
。

こ れ昨年みんなで作った削り馬
にまたがって木を削ります
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森 の会議 は
毎月第 1土 曜開催
10:00～ 12:00

会議の様子やお知 らせはFaceboOkで も
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SDCs編
森にまつわるSDCs

令和 3年度に「尼崎 21世紀の森づく,SDGs推進ガイ ドブック」
が発行されました。尼崎の森づくりにかかわるこれまでの地道な活

動は、持続可能な未来に向けた目標 ともあてはまります。

例えば「工場緑化」は、平成 18年の「尼崎 21世紀の森型工場緑化」

の提案を皮切 りに地域企業により守られてきた、まさに過去から未

来へとつながる取組みです。ガイ ドブックには他にも「植樹祭」や養

蜂活動「尼みつ」といったSDGsな取 り組みが多数掲載されていま

す。こうした動きをもっと広げていこうと、令和 4年度から「尼崎

21世紀の森 SDGs賞」が設けられました。昨年度は新

規で 2社、今年度はさらに3社が応募予定。今後の広

がりにも期待が高まりますo   ガイドブックはこちらから欄

そ

ろ

そ

ろ

２１
世
紀

の
森

の

話
を
し
よ
う

「やっぱり植物が好きなんでしょうね」。2023年 12月 からパーク

センタースタッフとして働 く水田さんは、植物防疫官として 40

年以上検疫の現場にいたプ0フ ェッショナルでした。港や空港で

海外から虫や病気になった植物が持ち込 まれないかの検査に関

わってきた一方で、休日には現在会長を務める兵庫植物同好会で

自然観察を楽 しんできました。3年前に退職 してからは、尼崎の森

に知 り合いがいたので遊びに来て、ポランティアで郷土種の保存

や植え替えにかかわるうちに、このたびスタッフとして迎えられ

たといいます。郷土種を保存する尼崎の森の中では、外来植物に注

目して、生物多様性を考える観察会も企画しています。

r―
: 外来種 を駆除するだけでなく、せ っか くなのでじっ
くり調べて観察して、色々と知ってもらいたいです。」

見 どころは ?

おじηORIヽだ◎RkEP
パークセンター 水田光雄さん

森のカメラマン       ^

Ξャrt´%繰7 尼 崎 の森 を激写す る男 「 ミヤー キー」 こ と三宅喬 さんが見つ けた意外 な風景写真連載

ヤッター |と 叫んだ子供の笑顔に見えたのですが…写真は、クズの葉痕

と新芽の姿です。冬、落葉樹の多い森を歩 くと、木々によりそれぞれ違った

表情を見せてくれるので、時々楽しませて頂いています。お月さまのウサ

ギさんと同じ錯覚を楽 しんでみるのも一興かと思います。

‐ 歴劃~0

尼崎の森
中央緑地への
アクセス
■車′阪神高速 5号湾岸線「尼

崎末広インターチェンジ」出□

からすぐ (約 3分 )

■パス ′阪神出屋敷駅から、阪

神バス「尼崎スポーツの森」行

きへ乗車。「尼崎スポーツの森」

で下車。(約 5分 /土・休日のみ

運行)

パークセンター開館時間

9:00へ 1́7:00
休館B 年末年始(12ノ 29～ 1/3)

ヽ
ョ
′
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煙突のないかまどの話
尼崎の森中央緑地のかやぶき民家の「かまど」は最初に建てられ

た江戸時代の終わりごろの様子を再現 したもの。この「かまど」に

は煙突がありません。高温多湿な気候の日本において、木造かやぶ

きの家屋を害虫や腐食から守るために「かまど」から室内に煙を出

し、屋根や柱などをいぶしていました。

実際かまどで火おこしをすると、かまどの火□から煙が噴き出し

てきます。薪にしっかり火がつくまで煙 まみれになりながら火おこ

しをします。燃やすのはもちろん尼崎の森の間伐材。持続可能な里

山生活を実現 しようとしています。 3月 からは毎日「火おこし」を

します。窓から煙が上がっていたら、ぜひのぞいてみてください。

が協
=t・

き屁家
体験学習施設 として芝生広場の西側
にあるかやぶき民家活動をご紹介。

元浜町5

元浜緑地
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2024.1～2024。3  尼崎の森中央緑地のカレンダー 【CALENDAR】 器 winter
くわしくは森のウェブマガジンをご覧ください。http://ama21 magjp/

あまがさき森っこ活動曰

落ち葉で焼きいも～昔の暮らし～

かやぶ き民家で昔の暮 らし体験 1洗濯
板で洗濯 してみ よう !落 ち葉 を集 めて
焼 きいもをつ くろう !

定員 :30名 (応募者多数の場合抽選 )
申込〆切 :1/18(木 )
参加費 :1人 300円

あつまれ |い きものっ子 !

はじめての野鳥観察会

野鳥観察がはじめての子ども向けに、双
眼鏡の使い方からはじめるよ。尼崎の森
で冬鳥を一緒に観察しよう !

定員 :20名 (応募者多数の場合抽選)
申込期間 :1/10(水 )～2/15(木 )
参加費 :1人 200円

あまがさき森っこ活動曰

ダンゴムシを探せ !

ダンゴムシって何 を食べてるの ?オ ス
やメスの違いは

'ダ
ンゴムシについて

詳 しくなろう |

定員 :16家族 (応募者多数の場合抽選 )
申込期間 :2/10(土 )～ 3/14(木 )
参加費 :l人 100円

10:00‐ 12:00

森の会議 (1月 )

森づくり定例活動 B

新春 !書 き初め大会

かやぶき民家友の会活動日

森づくり定例活動 B

野の花 Labo

あまがさき森っこ活動「落ち葉で焼き
いも～昔の暮らし～」

森の会議(2月 )

森づくり定例活動 0

かやぶき民家友の会活動曰

和凧づくりと凧あげ大会

森づくり定例活動曰

星の観望会

かやぶき民家友の会活動曰

野の花 Labo

かやぶき民家「草木染」

あつまれ !い きものっ子 !

「はじめての野鳥観察会」

森の会議(3月 )

森づくり定例活動曰

かやぶき民家友の会活動曰

森のマルシェ

森づくり定例活動曰

かやぶき民家友の会活動曰

野の花 Lab。

あまがさき森っこ活動
「ダンゴムシを探せ !」

いつでも体験プログラム

冬の生き物クイズ

いつでも体験プログラム

葉っぱの福笑い

いつでも体験プログラム
いきものパズル

1/6(土 )

1/7(8)

1/8(月・祝)

1/16(火 )

1/19(金 )

1/27(」
=)

1/28(0)

2/3(土 )

2/4(0)

2/7(水 )

/12(月・祝)

2/16(金 )

2/18(B)

2/20(火 )

2/24(土 )

2/24(土 )

2/25(日 )

3/2(」 L)

3/3(0)

3/6(水 )

3/15(`≧ |)

3/19(火 )

3/23(」■)

3/24(3)

2/26～ 1プ31

2/1 ～ 2/29

3/1～ 3/31

0(0)

10:00^´ 12:00

9:45^´ 12:00

∞～②13:∞ ～

10:00^´ 12:00

9:45～  12:00

9:45^´ 12:00

]0:00～ 12:00

10:00～ 12:00

9:45～  12:00

10:00～ 12:00

10:00～ 12:00

9:45^´ 12:00

16:00´―

10:00^´ 12:00

9:45^´ 12:00

12:30～ 15:30

10:00^´  12:00

10:00～ 12:00

9:45～  12:00

10:00´ ヽ́ 12:00

10:00^´  15:00

9145´ ヽ́ 12:00

10:00～ 12:00

9:45～ 12:00

10:00～ 12:00

9:00´ ヽ́ 17:00

9:00^´ 17100

9:00へ 1́7:00

かやぶき民家

パークセンター

かやぶき民家

かやぶき民家

パークセンター

バークセンター

パークセンター

パークセンター

パークセンター

かやぶき民家

かやぶき民家

パークセンター

パークセンター

かやぶき民家

パークセンター

かやぶき民家

パークセンター

パークセンター

パークセンター

かやぶき民家

大芝生広場

パークセンター

かやぶき民家

パークセンター

パークセンター

パークセンター

パークセンター

パークセンター

無料

無料

500円

無料

無料

無料

1人 300円

無料

無料

無料

有料

無料

りヽ学生以上|∞ R

無料

無料

l つ 600円

1人 200円

無料

無料

無料

入場無料

無料

無料

無料

100円

無料

無料

無料

先着 20名

各回先着 10名

先着 10名

先着 20名

先着 20名

30名

先着 20名

先着 10名

未定

先着 20名

15組程度

先着 10名

先着 20名

先着 10組程度

20名

先着 20名

先着 10名

先着 20名

先着 10名

先着 20名

16家族

12/3^´ 1/4

12/1～ 1/7

12/19^´ 1/13

12/15～ 1/16

12/23´‐1/24

12/10^レ 1/18

1/7～ 2/1

1/4～ 2/4

1/19～ 2/13

1/20～先着順

1/16～ 2/17

1/27～ 2/21

1/20～ 先着順

1/10^´ 2/15

2/4～ 2/29

2/7～ 3/3

2/16～ 3/112

2/20^´ 2/16

2/24ヽ 3́/20

2/10^´ 3/14

申込不要

申込不要

申込不要

長袖、長ズボン、動きやすい靴、軍手、
帽子、タオル、飲み物

新間紙、筆(あ れば)

長袖、長ズボン、動きやすい靴、軍手、
帽子、タオル、飲み物

長袖、長ズボン、動きやすい靴、軍手、
帽子、タオル、飲み物

長袖、長ズボン、動きやすい靴、軍手、
帽子、タオル、飲み物

長袖、長ズボン、動きやすい靴、
帽子、飲み物

長袖、長ズボン、動きやすい靴、軍手、
帽子、タオル、飲み物

長袖、長ズボン、動きやすい靴、軍手、

帽子、タオル、飲み物

長袖、長ズボン、動きやすい靴、軍手、
帽子、タオル、飲み物

長袖、長ズボン、動きやすい靴、軍手、
帽子、タオル、飲み物

長袖、長ズボン、動きやすい靴、軍手、
帽子、タオル、飲み物

濡れてもいい服装

長袖、長ズボン、動きやすい靴、帽子
飲み物、あれば双眼鏡

長袖、長ズボン、動きやすい靴、軍手、
帽子、タオル、飲み物

長袖、長ズボン、動きやすい靴、軍手、

帽子、タオル、飲み物

長袖、長ズボン、動きやすい靴、軍手、
帽子、タオル、飲み物

長袖、長ズボン、動きやすい靴、軍手、
帽子、タオル、飲み物

長袖、長ズボン、動きやすい靴、軍手、
帽子、タオル、飲み物

長袖、長ズボン、動きやすい靴、
帽子、飲み物

イベン トタイ トル 日付 時間 場所

※イベント情報は変更する場合があります。詳細はウェプマガジンタゴ確言Rの「  お由 |ミ入ス ζだき1

2/25/28
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料金   定員   申込期間  持ち物


